
      
 

平成２８年８月５日 

港 湾 局 

国土技術政策総合研究所 

 

 

「港湾技術基準の改訂方針」をとりまとめました 

～ 技術革新を促す基準を目指して、基準の改訂に着手 ～ 
  

 

 

 

 

 

 

 

現行の港湾技術基準は、平成１９年４月に全面的に改訂され、性能規定化や信頼性設計

法の導入を行いました。 

この改訂から９年が経過し、東日本大震災を教訓とした防災・減災技術の強化、社会資

本の老朽化に対する維持管理技術の強化、ＩＣＴ等を利用した生産性革命の取り組み、国

際コンテナ戦略港湾政策やクルーズ振興をより強力に推進するための技術的対応等、港湾

技術基準に対する改訂のニーズが顕在化しています。 

 

このため、これらの技術課題の解決や港湾管理者や港湾立地企業等のユーザーニーズを

踏まえ、より合理的な設計・施工・維持管理を可能とし、技術革新を促すような港湾技術

基準のあり方を検討することを目的とした「港湾技術基準のあり方検討委員会」を平成２

６年度に設置し、検討を進めてまいりました。 

 

 今般、「港湾技術基準のあり方検討委員会」での審議を経て、「港湾技術基準の改訂方

針」をとりまとめましたので、お知らせします。 

 今後は、「港湾技術基準の改訂方針」を踏まえ、平成３０年度からの施行を目指して、

基準の改訂を行います。 

 

添付資料 

○ 港湾技術基準のあり方検討委員会 委員名簿 

○ 港湾技術基準の改訂について 

○ 港湾技術基準の改訂方針 

○ 港湾技術基準の改訂方針の概要 
 

 

 

 

 

問い合せ先： 

国土交通省港湾局技術企画課技術監理室 辰巳、佐藤 

ＴＥＬ： 03-5253-8111（内線 46633、46614）、03-5253-8681（直通）

ＦＡＸ： 03-5253-1652 

国土交通省港湾局では、港湾の施設の技術上の基準（以下「港湾技術基準」という。）

の改訂を予定しており、このたび「港湾技術基準の改訂方針」をとりまとめました。

今後は、この「港湾技術基準の改訂方針」を踏まえ、技術革新を促す基準を目指して、

平成３０年度からの施行を目標に、基準の改訂を行います。 



港湾技術基準のあり方検討委員会 委員名簿・開催経緯 

 

平成２８年２月１８日時点 

 氏名 所属・役職 

委員長 清宮 理 早稲田大学 理工学術院 創造理工学部 社会環境工学科 教授 

委員 赤司 淳也 横浜港埠頭株式会社 総括理事 

委員 池上 正春 一般財団法人 みなと総合研究財団 首席研究員 

委員 池田 龍彦 放送大学 神奈川学習センター 所長 

委員 伊藤 直和 一般社団法人 海洋調査協会 専務理事 

委員 岩波 光保 東京工業大学大学院 理工学研究科 土木工学専攻 教授 

委員 江河 直人  一般財団法人 港湾空港総合技術センター 業務執行理事 

委員 大村 哲夫 一般社団法人 港湾技術コンサルタンツ協会 会長 

委員 風間 基樹 東北大学大学院 工学研究科 土木工学専攻 教授 

委員 春日井 康夫 国土交通省国土技術政策総合研究所 副所長 

委員 角 浩美 東京都 港湾局 計画調整担当部長 

委員 菊池 喜昭 東京理科大学 理工学部 土木工学科 教授 

委員 木村 克俊 室蘭工業大学 工学研究科 くらし環境系領域社会基盤ユニット 教授 

委員 小山 彰 一般財団法人 国際臨海開発研究センター 専務理事 

委員 白石 悟 北海道科学大学 工学部 都市環境学科 教授 

委員 白石 哲也 一般社団法人 港湾荷役機械システム協会 専務理事 

委員 高橋 重雄 国立研究開発法人 港湾空港技術研究所 理事長 

委員 髙山 知司 一般財団法人 沿岸技術研究センター 参与 

委員 戸田 和彦 一般社団法人 日本建設業連合会 常務執行役 

委員 福田 功 一般社団法人 日本埋立浚渫協会 専務理事 

委員 本城 勇介 岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 名誉教授 

委員 矢下 忠彦 公益社団法人 日本港湾協会 専務理事 

委員 横田 弘 北海道大学大学院 工学研究科 教授 

関係者 小泉 哲也 国土交通省国土技術政策総合研究所 港湾研究部長 

関係者 坂井 功 国土交通省港湾局技術企画課 技術監理室長 

敬称略、五十音順 

 

開催経緯 

第１回  平成２６年１２月１７日 

第２回  平成２７年 ２月２０日 

第３回  平成２７年１０月２８日 

第４回  平成２８年 ２月１８日 



港
湾
技
術
基
準
の
改
訂
に
つ
い
て

平
成

26
年
度

平
成

27
年
度

平
成

28
年
度

平
成

29
年
度

平
成

30
年
度

•現
行
の
港
湾
技
術
基
準
は
、
平
成
１
９
年
の
全
面
的
な
改
訂
か
ら
９
年
が
経
過
。

•こ
の
間
に
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
防
災
・
減
災
技
術
の
強
化
、
社
会
資
本
の
老
朽
化
に
対
す
る
維
持
管
理
技
術
の

強
化
、
ＩＣ
Ｔ
等
を
利
用
し
た
生
産
性
革
命
の
取
り
組
み
、
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
政
策
や
ク
ル
ー
ズ
振
興
を
よ
り
強
力
に
推

進
す
る
た
め
の
技
術
的
対
応
等
、
港
湾
技
術
基
準
に
対
す
る
改
訂
の
ニ
ー
ズ
が
顕
在
化
。

•こ
れ
ら
の
技
術
課
題
の
解
決
や
港
湾
管
理
者
や
港
湾
立
地
企
業
等
の
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
よ
り
合
理
的
な
設
計
・

施
工
・
維
持
管
理
を
可
能
と
し
、
技
術
革
新
を
促
す
よ
う
な
港
湾
技
術
基
準
の
改
訂
に
向
け
た
検
討
を
、
平
成
２
６
年
度
か
ら
開

始
。

•今
般
、
「
港
湾
技
術
基
準
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
に
お
け
る
検
討
等
を
踏
ま
え
、
「
港
湾
技
術
基
準
の
改
訂
方
針
」
を
と
り
ま
と

め
。
今
後
は
、
「
港
湾
技
術
基
準
の
改
訂
方
針
」
を
踏
ま
え
、
平
成
３
０
年
度
か
ら
の
施
行
を
目
指
し
て
、
改
訂
案
を
作
成
。

①
. 港
湾
技
術
基
準
の
改
訂
方
針
の
検
討

②
.港
湾
技
術
基
準
の
改
訂
案
の
作
成

③
. 関
係
法
令
の
改
正
手
続
き

・
新
し
い
港
湾
技
術
基
準
の
周
知
等

新
し
い
港
湾
技
術
基
準
の

施
行



港
湾
技
術
基
準
の
改
訂
方
針
背
　
　
景
・
目
　
　
的

項
目

課
　
　
題

改
訂
方
針

１
）
船
舶
及
び
係
留
施
設
の
標
準
諸
元
の
更

新
・
船
舶
及
び
係
留
施
設
の
標
準
諸
元
等
の
大
型
船
舶
へ
の
対
応
が
必

要
。

・
各
種
船
型
の
調
査
、
統
計
解
析
に
基
づ
き
船
舶
標
準
諸
元
を
更
新
。
ま
た
、
解
析
手
法
・
算
定

根
拠
を
追
記
し
、
適
用
諸
元
の
運
用
を
弾
力
化
。

２
）
航
路
諸
元
の
設
計
法
の
充
実

・
大
型
船
舶
の
運
動
性
能
を
考
慮
し
た
航
路
幅
員
・
水
深
等
の
性
能
照

査
手
法
の
追
加
が
必
要
。

・
大
型
船
舶
の
詳
細
算
定
法
に
必
要
と
な
る
運
動
性
能
パ
ラ
メ
ー
タ
の
内
容
を
拡
充
。
ま
た
、
潮

位
差
を
利
用
し
た
入
出
港
の
事
例
を
収
集
し
、
潮
汐
利
用
の
実
態
・
留
意
点
等
を
整
理
。

３
）
泊
地
の
記
載
の
拡
充
及
び
津
波
へ
の
対

応

・
船
舶
の
大
型
化
や
操
船
性
の
向
上
に
伴
う
泊
地
規
模
の
見
直
し
が
必

要
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
津
波
発
生
時
に
、
港
内
外
の
湾

域
に
避
泊
し
た
船
舶
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
避
泊
域
規
模
の
検
討
が

必
要
。

・
A
IS
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
結
果
や
内
外
の
港
湾
で
の
操
船
形
態
に
つ
い
て
、
事
例
を
共
有
し

泊
地
規
模
を
更
新
。
ま
た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ
て
避
泊
行
動
を
行
っ
た
要
因
に
つ
い
て
整
理

す
る
と
と
も
に
、
津
波
来
襲
時
の
船
舶
挙
動
な
ら
び
に
水
域
の
利
用
実
態
を
A
IS
デ
ー
タ
に
よ
っ

て
分
析
し
、
避
泊
域
規
模
を
定
量
化
。

４
）
防
舷
材
の
設
計

・
接
岸
エ
ネ
ル
ギ
ー
算
出
に
用
い
る
船
舶
の
排
水
量
を
求
め
る
関
係
式

に
、
近
年
の
船
舶
大
型
化
の
情
勢
の
反
映
が
必
要
。

・
最
新
の
船
舶
諸
元
を
用
い
て
統
計
解
析
を
行
う
と
と
も
に
、
P
IA
N
C
等
の
接
岸
速
度
の
検
討

結
果
等
を
用
い
て
、
防
舷
材
の
内
容
を
拡
充
。

５
）
係
船
柱
の
設
計

・
係
船
柱
の
規
格
・
設
置
間
隔
・
必
要
個
数
等
の
大
型
船
舶
へ
の
対
応

が
必
要
。

・
船
舶
の
動
揺
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
実
態
調
査
等
に
よ
る
係
船
柱
の
設
置
間
隔
等
の
情
報
に
基

づ
い
て
、
係
船
柱
の
内
容
を
拡
充
。

【
背
景
】
世
界
的
な
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
の
需
要
の
急
増
に
伴
い
、
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
の
輸
送
形
態
が
多
様

化
。

【
目
的
】
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
海
上

輸
送
網
の
形
成
。

６
）
専
門
ふ
頭
等
の
記
載
の
集
約
・
再
整
理
・
現
行
基
準
で
は
、
要
素
技
術
が
個
別
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
設
計
実

務
者
が
使
い
や
す
い
記
載
と
な
る
よ
う
、
集
約
・
再
整
理
が
必
要
。
・
専
門
ふ
頭
等
（
コ
ン
テ
ナ
、
フ
ェ
リ
ー
、
マ
リ
ー
ナ
、
超
大
型
タ
ン
カ
ー
）
を
施
設
ご
と
に
集
約
・
整

理
。

【
背
景
】
風
に
よ
る
ク
レ
ー
ン
の
逸
走
防

止
、
繋
離
船
作
業
中
の
事
故
防
止
な

ど
、
荷
役
作
業
の
安
全
確
保
が
課
題
。

【
目
的
】
荷
役
作
業
の
安
全
確
保
。

・
安
全
確
保
と
荷
役
効
率
向
上
の
観
点
か
ら
荷
さ
ば
き
地
の
記
載
の
拡

充
が
必
要
。

・
事
故
の
発
生
要
因
は
複
合
的
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
設
計
上
の
配

慮
事
項
、
運
用
上
の
危
険
防
止
対
策
等
、
総
合
的
な
分
析
・
検
討
が
必

要
。

・
荷
役
機
械
の
高
度
化
、
仕
様
標
準
化
に
つ
い
て
整
理
。

・
荷
役
作
業
関
係
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
事
故
原
因
分
析
を
行
い
、
設
計
上
の
配
慮
事
項
や

運
用
上
の
危
険
防
止
対
策
等
を
考
慮
。

・
現
行
基
準
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
規
模
推
計
モ
デ
ル
の
記
載

に
留
ま
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
計
時
に
必
要
と
な
る
各
種
留
意
事
項
の
追

加
が
必
要
。

・
本
船
荷
役
か
ら
ヤ
ー
ド
内
の
荷
役
、
ゲ
ー
ト
の
出
入
り
ま
で
を
考
慮
し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
全
体
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
荷
さ
ば
き
地
の
内
容
を
拡
充
。

８
）
臨
港
交
通
施
設
の
記
載
の
更
新

・
港
湾
の
特
徴
に
配
慮
し
た
発
生
交
通
量
算
定
の
方
法
な
ら
び
に
そ
の

原
単
位
に
つ
い
て
、
現
状
の
反
映
が
必
要
。

・
港
湾
取
扱
貨
物
量
及
び
港
湾
に
立
地
す
る
事
業
所
の
規
模
等
か
ら
発
生
交
通
量
を
推
計
す

る
際
の
原
単
位
を
更
新
。

９
）
載
荷
重
の
記
載
の
更
新

・
船
舶
の
大
型
化
に
伴
い
、
コ
ン
テ
ナ
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
荷
役
機
械
も
大

型
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
動
向
の
反
映
が
必
要
。

・
港
湾
管
理
者
等
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
実
態
を
把
握
し
、
想
定
さ
れ
る
施
設

の
利
用
形
態
を
適
切
に
考
慮
し
て
内
容
を
更
新
。

１
０
）
附
帯
設
備
の
記
載
の
更
新

・
附
帯
設
備
に
関
し
て
新
た
な
技
術
を
用
い
た
設
計
事
例
が
増
加
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
新
技
術
の
反
映
が
必
要
。

・
最
新
の
技
術
を
活
用
し
た
設
計
事
例
を
基
に
、
そ
の
構
造
物
を
設
計
す
る
に
当
た
り
参
考
に
し

た
基
準
、
法
令
、
参
考
文
献
を
整
理
し
た
う
え
で
、
内
容
を
更
新
。

１
１
）
設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
の
連
携
強
化

と
維
持
管
理
に
関
す
る
記
載
の
充
実

・
設
計
に
お
け
る
維
持
へ
の
配
慮
事
項
な
ど
設
計
・
施
工
・
維
持
管
理

の
連
携
強
化
に
関
す
る
考
え
方
の
追
加
が
必
要
。

・
設
計
・
施
工
・
維
持
管
理
の
連
携
強
化
の
考
え
方
の
拡
充
。

・
維
持
告
示
、
維
持
管
理
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
踏
ま
え
た
維
持
管
理
に
関
す
る
内
容
の

拡
充
。

・
維
持
管
理
を
容
易
に
す
る
設
計
に
配
慮
す
る
内
容
の
拡
充
。

１
２
）
改
良
設
計
の
考
え
方

・
現
行
基
準
は
新
設
時
の
設
計
法
の
記
載
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
改

良
時
の
設
計
の
考
え
方
の
追
加
が
必
要
。

・
改
良
時
の
設
計
の
考
え
方
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
関
連
技
術
情
報
や
事

例
を
整
理
し
、
改
良
設
計
の
内
容
を
拡
充
。

【
背
景
】
港
湾
工
事
に
お
け
る
事
故
を

踏
ま
え
、
施
工
時
の
よ
り
一
層
の
安
全

確
保
が
必
要
。

【
目
的
】
施
工
の
安
全
性
向
上
、
事
故

災
害
の
防
止
。

１
３
）
施
工
時
の
安
全
確
保

・
構
造
物
の
大
型
化
等
の
た
め
、
大
規
模
で
複
雑
な
仮
設
等
を
伴
う
工

事
、
厳
し
い
気
象
・
海
象
条
件
や
複
雑
な
地
盤
条
件
の
も
と
実
施
す
る

工
事
な
ど
施
工
の
安
全
性
向
上
の
た
め
の
配
慮
事
項
の
追
加
が
必

要
。

・
「
港
湾
工
事
に
お
け
る
大
規
模
仮
設
工
等
に
関
す
る
技
術
検
討
委
員
会
」
に
お
け
る
知
見
や

施
工
事
例
に
基
づ
く
知
見
を
踏
ま
え
、
安
全
性
の
確
保
に
向
け
た
配
慮
事
項
の
内
容
を
拡
充
。

１
４
）
鋼
材
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
、
そ
の
他
材
料

の
記
載
の
更
新

・
防
食
材
料
に
関
す
る
技
術
開
発
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
久
性
・
ア
ル
カ
リ

骨
材
反
応
対
策
、
耐
海
水
性
に
優
れ
る
金
属
材
料
な
ど
各
種
新
材
料

の
追
加
が
必
要
。

・
関
連
技
術
情
報
を
収
集
・
整
理
し
、
記
載
を
更
新
。
特
に
、
高
耐
久
材
料
や
高
機
能
材
料
に
関

す
る
内
容
を
拡
充
。

１
５
）
「
構
造
物
の
部
材
」
へ
の
鋼
部
材
等
の

記
載
の
追
加

・
現
行
基
準
で
は
、
構
造
物
の
部
材
に
つ
い
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
に

限
定
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
鋼
部
材
、
鋼
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成

部
材
、
連
続
繊
維
補
強
材
等
へ
の
対
応
が
必
要
。

・
基
準
の
構
成
を
変
更
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
に
限
定
せ
ず
に
関
連
情
報
を
集
約
し
、
技
術
情

報
の
内
容
を
拡
充
。

１
６
）
ケ
ー
ソ
ン
関
係
の
部
材
の
記
載
の
更
新
・
最
新
版
の
土
木
学
会
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
と
の
整
合
性
、
現
行

基
準
に
お
け
る
部
材
の
使
用
性
照
査
項
目
の
設
定
根
拠
の
明
確
化
が

必
要
。

・
海
洋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
対
す
る
既
往
の
知
見
や
実
態
並
び
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書
の
最

新
の
知
見
を
反
映
。

・
ケ
ー
ソ
ン
等
、
既
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
部
材
の
転
用
・
改
良
時
の
性
能
評
価
に
関
す
る
内
容

を
拡
充
。

７
）
荷
さ
ば
き
施
設
の
記
載
の
拡
充

【
背
景
】
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
、
国

際
海
上
コ
ン
テ
ナ
貨
物
に
対
応
す
る
た

め
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
効
率
化

が
必
要
。

【
目
的
】
国
際
競
争
力
の
強
化
。

２
．
荷
役
作
業
の
安
全
確

保
・
効
率
化

３
．
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
・
更
新
と
施
工
の
安

全
確
保

【
背
景
】
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
の
蓄

積
と
老
朽
化
の
進
展
を
踏
ま
え
、
施
設

の
的
確
な
維
持
管
理
が
必
要
。

【
目
的
】
施
設
の
的
確
な
維
持
管
理
、

効
率
的
な
更
新
。

区
分

１
．
コ
ン
テ
ナ
船
や
ク
ル
ー

ズ
船
の
大
型
化
へ
の
対
応

【
背
景
】
輸
送
効
率
化
等
の
た
め
、

年
々
、
コ
ン
テ
ナ
船
や
ク
ル
ー
ズ
船
が

大
型
化
し
て
お
り
、
対
応
す
る
船
舶
諸

元
、
係
留
施
設
の
附
帯
設
備
等
の
見

直
し
が
必
要
。

【
目
的
】
大
型
船
舶
の
受
入
促
進
。

国 際 競 争 力 の 強 化

４
．
材
料
及
び
構
造

維 持 管 理 ・ 老 朽 化 対 策
【
背
景
】
施
設
の
長
寿
命
化
・
延
命
化
、

維
持
管
理
に
対
応
し
た
設
計
法
や
材

料
の
検
討
が
必
要
。

【
目
的
】
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
考
慮

し
た
構
造
、
施
設
の
適
切
な
延
命
化
。
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背
　
　
景
・
目
　
　
的

項
目

課
　
　
題

改
訂
方
針

区
分

１
７
）
レ
ベ
ル
1
 信
頼
性
設
計
法
（
部
分
係
数

法
）
の
見
直
し

・
部
分
係
数
法
は
、
全
て
の
材
料
や
作
用
毎
の
設
計
変
数
に
係
数
を
乗

じ
て
お
り
、
作
用
や
耐
力
の
力
学
的
イ
メ
ー
ジ
が
直
感
的
に
把
握
し
づ
ら

い
。
ま
た
、
部
分
係
数
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
構
造
形
式
が
存
在
す
る

が
、
部
分
係
数
の
準
用
ル
ー
ル
が
不
明
確
。

・
力
学
的
イ
メ
ー
ジ
が
把
握
し
や
す
い
よ
う
、
荷
重
と
抵
抗
の
特
性
値
を
算
出
後
に
係
数
を
乗
じ

る
「
荷
重
抵
抗
係
数
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
部
分
係
数
法
」
の
導
入
を
検
討
。

・
部
分
係
数
の
設
定
方
法
を
明
確
化
し
、
係
数
が
未
設
定
の
構
造
形
式
に
つ
い
て
も
対
応
で
き

る
よ
う
内
容
を
拡
充
。
な
お
、
新
規
・
特
殊
な
構
造
形
式
に
つ
い
て
は
、
安
全
率
法
等
の
簡
便
な

照
査
方
法
を
許
容
す
る
こ
と
も
検
討
。

１
８
）
土
質
関
係
の
記
載
の
拡
充

・
杭
の
軸
方
向
抵
抗
力
の
推
定
手
法
と
し
て
載
荷
試
験
の
実
施
を
挙
げ

て
い
る
が
、
載
荷
試
験
を
実
施
し
た
場
合
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
の
追

加
が
必
要
。

・
新
た
な
技
術
を
用
い
た
地
盤
改
良
工
法
が
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

工
法
の
記
載
の
拡
充
が
必
要
。

・
載
荷
試
験
デ
ー
タ
の
収
集
、
分
析
し
特
性
値
や
安
全
係
数
等
の
設
定
方
法
を
拡
充
。

・
最
新
の
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
地
盤
改
良
工
法
の
内
容
を
拡
充
。

１
９
）
舗
装
に
係
る
記
載
の
拡
充

・
エ
プ
ロ
ン
を
走
行
す
る
荷
役
機
械
等
の
大
型
化
や
施
工
実
績
の
多
い

半
た
わ
み
性
舗
装
に
関
す
る
内
容
の
追
加
が
必
要
。

・
荷
役
機
械
の
諸
元
調
査
結
果
や
設
計
実
績
を
調
査
し
、
舗
装
の
作
用
区
分
や
半
た
わ
み
性

舗
装
の
設
計
方
法
な
ど
の
内
容
を
拡
充
。

２
０
）
数
値
計
算
を
取
り
入
れ
た
設
計
プ
ロ
セ

ス
に
係
る
記
載
の
拡
充

・
基
準
に
お
け
る
数
値
解
析
手
法
の
位
置
づ
け
が
不
明
確
で
あ
り
、
従

来
手
法
に
代
え
て
、
新
た
に
数
値
解
析
を
適
用
す
る
際
の
ル
ー
ル
の
明

確
化
が
必
要
。

・
数
値
解
析
手
法
を
利
用
・
導
入
す
る
際
の
基
本
的
考
え
方
を
拡
充
。

２
２
）
耐
津
波
設
計
・
粘
り
強
い
構
造
の
高
度

化
・
粘
り
強
い
構
造
の
性
能
照
査
手
法
（
腹
付
工
の
効
果
等
）
の
追
加
が

必
要
。

・
腹
付
工
や
洗
掘
防
止
マ
ッ
ト
等
の
効
果
・
性
能
照
査
の
考
え
方
を
再
整
理
。

２
３
）
高
潮
・
高
波
に
対
す
る
記
載
の
拡
充
・
高
波
・
高
潮
に
対
し
て
、
超
過
外
力
の
作
用
や
粘
り
強
さ
へ
の
検
討
が

必
要
。

・
高
波
・
高
潮
に
対
し
て
、
構
造
物
に
作
用
す
る
超
過
外
力
の
考
え
方
を
導
入
し
、
粘
り
強
い
構

造
を
検
討
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
海
面
上
昇
等
へ
の
対
応
を
検
討
。

２
４
）
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
記
載
の
更
新
・
気
候
変
動
に
伴
う
「
強
大
な
台
風
の
増
加
等
に
よ
る
高
潮
・
高
波
の
増

大
」
や
「
中
長
期
的
な
海
面
水
位
の
上
昇
」
の
発
生
に
よ
る
港
湾
へ
の

深
刻
な
影
響
へ
の
考
慮
が
必
要
。

・
潮
位
基
準
面
や
高
潮
偏
差
等
の
設
定
に
お
い
て
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
の
影
響
を

検
討
。

２
５
）
気
象
場
・
波
浪
場
に
関
す
る
記
載
の
充

実

・
港
湾
施
設
の
被
災
要
因
で
あ
る
、
偶
発
波
浪
や
設
計
を
超
え
る
高
波

に
対
す
る
性
能
設
計
の
考
え
方
に
つ
い
て
整
理
が
必
要
。

・
波
浪
や
高
潮
の
推
算
に
必
要
な
気
象
場
に
関
す
る
内
容
の
追
加
が

必
要
。

・
風
波
、
う
ね
り
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
変
動
波
浪
（
設
計
波
）
お
よ
び
偶
発
波
浪
の
内
容
を
拡

充
。
・
局
地
気
象
モ
デ
ル
に
関
す
る
内
容
や
局
地
気
象
モ
デ
ル
に
よ
る
気
象
場
の
波
浪
や
高
潮
の

推
算
に
用
い
た
適
用
事
例
を
拡
充
。

２
６
）
外
郭
施
設
等
の
記
載
の
更
新

・
護
岸
や
岸
壁
の
陥
没
の
発
生
の
原
因
と
な
る
作
用
外
力
、
陥
没
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
内
容
の
追
加
が
必
要
。

・
護
岸
や
岸
壁
の
陥
没
の
発
生
の
原
因
と
な
る
作
用
外
力
、
陥
没
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
内

容
を
拡
充
。

２
７
）
リ
サ
イ
ク
ル
材
料
の
環
境
利
用
の
記
載

の
追
加

・
リ
サ
イ
ク
ル
材
料
に
関
す
る
最
新
の
技
術
情
報
や
現
場
で
の
利
用
実

態
、
環
境
安
全
品
質
（
溶
出
量
、
含
有
量
）
、
生
物
環
境
等
の
内
容
の

追
加
が
必
要
。

・
「
浚
渫
土
砂
等
の
海
洋
投
入
及
び
有
効
利
用
に
関
す
る
技
術
指
針
」
、
「
港
湾
・
空
港
等
整
備

に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
等
に
基
づ
き
内
容
を
拡
充
。

２
８
）
生
物
共
生
型
港
湾
構
造
物
の
記
載
の

追
加

・
生
物
共
生
型
港
湾
構
造
物
に
関
す
る
具
体
的
な
内
容
の
追
加
が
必

要
。

・
平
成
２
６
年
に
公
表
さ
れ
た
「
生
物
共
生
型
港
湾
構
造
物
の
整
備
・
維
持
管
理
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
内
容
を
拡
充
。

２
９
）
自
然
再
生
技
術
の
記
載
の
追
加
・
干
潟
造
成
、
浅
場
造
成
、
藻
場
造
成
、
底
質
改
善
、
覆
砂
、
埋
め
戻
し

等
の
自
然
再
生
技
術
に
つ
い
て
の
内
容
の
追
加
が
必
要
。

・
「
海
の
自
然
再
生
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
、
「
順
応
的
管
理
に
よ
る
海
辺
の
自
然
再
生
」
等
の
各
種
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
参
考
に
、
造
成
干
潟
・
藻
場
，
覆
砂
等
の
自
然
再
生
技
術
に
つ
い
て
の
内
容
を

拡
充
。

３
０
）
「
環
境
等
へ
の
配
慮
」
の
記
載
の
拡
充
・
港
湾
域
の
環
境
を
考
慮
す
る
際
の
生
物
へ
の
配
慮
の
視
点
、
C
O
2
排

出
量
削
減
の
視
点
な
ど
の
内
容
の
追
加
が
必
要
。

・
港
湾
構
造
物
の
設
計
・
施
工
時
に
お
け
る
生
物
へ
の
配
慮
、
C
O
2
排
出
量
削
減
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
や
重
要
な
視
点
に
つ
い
て
内
容
を
拡
充
。

環 境 へ の 配 慮

・
被
災
事
例
の
検
証
を
踏
ま
え
、
照
査
用
震
度
を
見
直
し
。

・
胸
壁
や
ア
ン
ロ
ー
ダ
ー
な
ど
、
耐
震
設
計
法
の
記
載
が
無
い
施
設
・
構
造
形
式
に
つ
い
て
の

内
容
を
拡
充
。

・
港
湾
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
大
径
厚
比
鋼
管
杭
の
耐
震
設
計
法
の
見
直
し
。

・
被
災
事
例
を
よ
り
精
度
良
く
再
現
で
き
る
よ
う
、
レ
ベ
ル
１
地
震
動
の
照

査
用
震
度
の
見
直
し
が
必
要
。

・
レ
ベ
ル
２
地
震
動
の
性
能
照
査
手
法
が
複
雑
。

２
１
）
耐
震
設
計
の
見
直
し

８
．
環
境
保
全
・
自
然
再
生

【
背
景
】
港
湾
の
持
続
可
能
な
発
展
の

た
め
、
自
然
環
境
を
修
復
し
、
港
湾
の

機
能
に
つ
い
て
環
境
配
慮
を
取
り
込
む

こ
と
が
必
要
。

【
目
的
】
豊
か
な
海
域
環
境
・
憩
い
の
場

の
創
出
、
自
然
環
境
の
保
全
。

７
．
耐
波
・
耐
津
波
設
計
の

見
直
し

【
背
景
】
近
い
将
来
に
南
海
ト
ラ
フ
・
首

都
直
下
等
の
巨
大
地
震
の
発
生
が
予

想
さ
れ
て
い
る
な
か
、
東
日
本
大
震
災

等
を
教
訓
と
し
た
新
た
な
知
見
か
ら
、

大
規
模
地
震
・
津
波
に
対
す
る
防
災
・

減
災
対
策
が
必
要
。

【
目
的
】
低
コ
ス
ト
で
効
果
的
な
防
災
・

減
災
対
策
の
推
進
。

防 災 ・ 減 災 対 策 の 強 化

６
．
耐
震
設
計
の
見
直
し

設 計 法 全 般

５
．
設
計
法
の
見
直
し

【
背
景
】
現
行
基
準
で
は
、
レ
ベ
ル
１
信

頼
性
設
計
法
（
部
分
係
数
法
）
や
新
技

術
等
の
導
入
に
よ
り
、
設
計
体
系
や
手

法
が
高
度
・
複
雑
化
。

【
目
的
】
設
計
効
率
の
向
上
、
設
計
者

が
自
由
な
ア
イ
デ
ィ
ア
・
新
技
術
を
提

案
し
や
す
い
環
境
の
創
出
。
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背
　
　
景
・
目
　
　
的

項
目

課
　
　
題

改
訂
方
針

区
分

・
施
工
管
理
に
係
る
様
々
な
種
類
の
計
測
・
調
査
・
試
験
等
を
的
確
か

つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
調
査
項
目
の
選
択
・
計
画
な
ど
の
明
確

化
が
必
要
。

・
主
と
し
て
自
然
条
件
及
び
環
境
条
件
に
関
わ
る
調
査
・
試
験
業
務
を
対
象
に
、
調
査
・
試
験
項

目
毎
に
ポ
イ
ン
ト
・
留
意
点
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
。
ま
た
、
調
査
結
果
と
設
計
条
件
設
定
の
関
係

性
を
明
確
化
。

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
首
都
直
下
地
震
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
中
、
地

震
発
生
後
に
は
、
港
湾
施
設
の
復
旧
の
た
め
の
設
計
条
件
を
速
や
か

に
決
定
す
る
た
め
、
調
査
計
画
の
内
容
の
追
加
が
必
要
。

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
で
得
ら
れ
た
知
見
や
経
験
を
整
理
し
、
災
害
復
旧
の

た
め
の
調
査
計
画
に
関
す
る
内
容
を
拡
充
。

３
２
）
総
論
等
の
記
載
内
容
の
見
直
し

・
設
計
者
が
本
来
考
え
る
べ
き
重
要
事
項
や
設
計
作
業
の
範
囲
・
内
容

の
明
確
化
が
必
要
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
（
計
画
・
調
査
・
設
計
・
施
工
・
維
持
の
一
連
の
繋
が

り
）
を
俯
瞰
し
た
、
良
質
な
設
計
を
目
指
す
こ
と
の
重
要
性
な
ど
、
港
湾

施
設
設
計
に
対
す
る
基
本
理
念
の
追
加
が
必
要
。

・
課
題
に
対
応
し
た
内
容
を
拡
充
。
ま
た
、
設
計
と
施
工
・
維
持
・
環
境
等
へ
の
配
慮
と
の
関
係

を
明
確
化
。

３
３
）
国
際
標
準
化

・
IS
O
等
な
ど
の
国
際
規
格
と
の
整
合
性
が
必
要
。

・
耐
震
設
計
や
部
分
係
数
法
な
ど
高
度
化
し
て
い
る
一
方
、
海
外
ニ
ー

ズ
が
高
い
埋
立
・
浚
渫
・
傾
斜
堤
防
等
の
代
表
的
工
種
に
関
す
る
記
載

が
不
足
し
て
お
り
、
追
加
が
必
要
。

・
IS
O
規
格
や
そ
れ
ら
に
対
応
し
た
国
内
の
学
会
基
準
、
P
IA
N
C
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
最
大

限
尊
重
し
、
基
準
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
内
に
お
け
る
技
術
集
約
・
伝
承
と
海
外
基
準
と

の
競
争
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
不
足
工
種
の
内
容
を
拡
充
。

３
４
）
全
体
構
成
・
体
裁

・
設
計
実
務
者
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
体
裁
に
つ
い
て
の
改

善
が
必
要
。

・
難
解
な
記
述
に
つ
い
て
誤
用
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
図
表
を
多
用
す
る
な
ど
、
可
能
な
限
り
平
易

か
つ
具
体
的
な
記
述
と
す
る
。

・
索
引
に
記
載
さ
れ
て
い
る
単
語
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
等
が
で
き
る
よ
う

に
電
子
化
を
検
討
。

・
引
用
先
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
参
考
値
の
設
定
根
拠
を
明
確
化
。

技 術 基 準 体 系 の 合 理 化 ・ 国 際 化

【
背
景
】
耐
震
設
計
法
等
の
高
度
化
に

応
じ
た
調
査
手
法
、
高
品
位
サ
ン
プ
リ

ン
グ
等
の
調
査
技
術
の
開
発
な
ど
新

た
な
調
査
技
術
の
反
映
が
必
要
。

【
目
的
】
設
計
、
施
工
、
維
持
管
理
と
の

一
体
不
可
分
性
か
ら
調
査
技
術
を
基

準
に
反
映
さ
せ
、
調
査
項
目
の
適
切
な

選
択
、
効
率
的
な
調
査
計
画
を
立
案
。

３
１
）
港
湾
調
査
技
術
の
あ
り
方

１
０
．
技
術
基
準
に
関
す
る

全
般
事
項

【
背
景
】
参
考
値
の
設
定
根
拠
の
明
確

化
、
技
術
情
報
の
時
点
更
新
等
が
必

要
。

【
目
的
】
設
計
効
率
の
向
上
、
設
計
者

が
自
由
な
ア
イ
デ
ィ
ア
・
新
技
術
を
提

案
し
や
す
い
環
境
の
創
出
。
ま
た
、
日

本
企
業
の
海
外
進
出
を
促
進
。

９
．
港
湾
調
査
技
術
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【国際競争力の強化】
１．コンテナ船やクルーズ船の大型化への対応
２．荷役作業の安全確保・効率化

【維持管理・老朽化対策】
３．施設の適切な維持管理・更新と施工の安全確保
４．材料及び構造

【設計法全般】
５．設計法の見直し

【防災・減災対策の強化】
６．耐震設計の見直し
７．耐波・耐津波設計の見直し

港湾技術基準の改訂方針の概要

【環境への配慮】
８．環境保全・自然再生

【技術基準体系の合理化・国際化】
９．港湾調査技術
１０．技術基準に関する全般事項



【背景】輸送効率化等のため、年々、コンテナ船やクルーズ船が大型化し
ており、対応する船舶諸元、係留施設の附帯設備等の見直しが
必要。

【目的】大型船舶の受入促進。

総トン数
GT（トン）

全長
Loa
（m）

垂線間長
Lpp
（m）

型幅
B
（m）

満載喫水
d
（m）

3,000
5,000

10,000
20,000
30,000
50,000
70,000

100,000
110,000
130,000
160,000

97
115
146
186
214
255
286
324
－
－
－

88
104
131
165
189
224
250
281
－
－
－

16.5
18.6
21.8
25.7
28.2
32.3
32.3
32.3
－
－
－

4.3
5.0
6.4
7.8
7.8
7.8
8.1
8.1
－
－
－

○船舶及び係留施設の標準諸元の更新（大型船舶の全長、型幅など諸元の更新）

旅客船の船舶諸元の標準値（例）

大型船への対応（追加）
大型化が進むクルーズ船（H27年に境港に寄港したクァンタム・
オブ・ザ・シーズ【167,800t】）

標準諸元の更新

○航路諸元の設計法の充実（航路の幅員や水深等の照査手法の追加など）

○泊地の記載の拡充及び津波への対応（船舶の大型化や操作性向上に伴う泊地規模
の更新など）
○防舷材の設計

○係船柱の設計

【改訂検討項目】

１．コンテナ船やクルーズ船の大型化への対応

【国際競争力の強化】

【背景】世界的な資源・エネルギー等の需要の急増に伴い、資源・エネルギー
等の輸送形態が多様化。風によるクレーンの逸走防止、繋離船作業中
の事故防止など、荷役作業の安全確保が課題。また、今後増加が見込
まれる、国際海上コンテナ貨物に対応するため、コンテナターミナルの
効率化が必要。

【目的】安定的かつ効率的な海上輸送網の形成。荷役作業の安全確保。国際
競争力の強化。

コンテナクレーンの風による逸走事故

■荷役作業の危
険防止対策とし
て、防舷材への
係留ロープの引
っ掛かりを防止
する対策を考慮

港湾の施設への設計上の配慮事項の事例

○専門ふ頭等の記載の集約・再整理（個別に記載されているフェリー、マリーナなどを施
設毎に集約・整理）
○荷さばき施設の記載の拡充（コンテナクレーンの逸走対策、港湾の施設への設計上の
配慮事項などを考慮）
○臨港交通施設の記載の更新（発生交通量を推計する原単位の更新）
○載荷重の記載の更新（荷役機械の大型化に伴う係留施設への載荷重を更新）
○附帯設備の記載の更新（LED照明など附帯設備に関する新たな技術の反映）

【改訂検討項目】

２．荷役作業の安全確保・効率化

1



■大型起重機船３
隻相吊り作業管理
システム（吊り荷重
・高度・起重機船位
置、トラス吊上時管
理モニター等）を構
築し、側径間トラス
の大ブロックを架設

【背景】社会インフラのストックの蓄積と老朽化の進展を踏まえ、施設の的確な
維持管理が必要。また、港湾工事における事故を踏まえ、施工時のよ
り一層の安全確保が必要。

【目的】施設の的確な維持管理、効率的な更新。施工の安全性向上、事故災
害の防止。

○設計・施工・維持管理の連携強化と維持管理に関する記載の充実（設計における維
持への配慮事項など設計・施工・維持の連携強化の考え方の拡充）

○改良設計の考え方（改良時の設計の考え方や事例を整理し、内容を拡充）

○施工時の安全確保

【改訂検討項目】

維持管理と連携した設計事例

■設計時か
ら維持管理
を容易にす
る点検歩廊
を設置

施工時の安全確保の事例

３．施設の適切な維持管理・更新と施工の安全確保

【維持管理・老朽化対策】

【背景】施設の長寿命化・延命化、維持管理に対応した設計法や材料の
検討が必要。

【目的】ライフサイクルコストを考慮した構造。施設の適切な延命化。

■コンクリート
構造部材の耐
久性を向上さ
せる方策とし
てエポキシ樹
脂塗装鉄筋を
適用

■航路拡幅
に伴い撤去
となる既存
ケーソンを新
設防波堤の
一部に転用

【改訂検討項目】 ○鋼材、コンクリート材、その他材料の記載の更新（高耐久性材料や高機能材料に関
する内容を拡充）

○「構造物の部材」への鋼部材等の記載の追加（鋼部材、鋼・コンクリート合成部材等
の内容を拡充）

○ケーソン関係の部材の記載の更新（ケーソン等の既設コンクリート構造部材の転用
時等の性能評価に関する内容を拡充）

４．材料及び構造
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【背景】現行基準では、レベル１信頼性設計法（部分係数法）や新技
術等の導入により、設計体系や手法が高度・複雑化。

【目的】設計効率の向上、設計者が自由なアイディア・新技術を提案
しやすい環境の創出。

■重力式岸壁の滑動安定性照査に用いる新しい基準でのフォーマット（案）

γR{ f（W+PV-PB）} ≧ γS｛（PH + Pw + Pdw + PF ）｝

■重力式岸壁の滑動安定性照査に用いる現行基準のフォーマット

★個別の設計因子に部分係数を乗じる。

★部分係数は、まとめて乗じる。

部分係数を乗じる部分を「荷重項」と「抵抗項」に集約（荷重抵抗係数アプローチ）

○レベル1 信頼性設計法（部分係数法）の見直し【改訂検討項目】

○土質関係の記載の拡充

○舗装に係る記載の拡充

○数値計算を取り入れた設計プロセスに係る記載の拡充

「レベル1 信頼性設計法（部分係数法）の見直しの方向性」

５．設計法の見直し

【設計法全般】
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【背景】近い将来に南海トラフ・首都直下等の巨大地震の発生が予想
されているなか、東日本大震災等を教訓とした新たな知見から、大
規模地震・津波に対する防災・減災対策が必要。

【目的】低コストで効果的な防災・減災対策の推進。

胸壁の動的FEM解析モデルのイメージ

【改訂検討項目】

・照査用震度の見直し（レベル1地震動に対する性能照査に必要となる地震動の周波
数特性等を考慮した照査用震度について、被災事例を踏まえて妥当性を検証）

・胸壁やアンローダーなど、耐震設計法の記載が無い施設・構造形式について、内容
を拡充

○耐震設計の見直し

被災事例（はらみ出し）

■現行の照査用
震度算定式につ
いて、水深の浅
い護岸や大水深
岸壁への適用性
を、実構造物の
被災事例を踏ま
えて検証

６．耐震設計の見直し

■地盤や構造
物などを有限要
素ごとに分割し、
電算機による解
析にて、地震動
による変形特性
や液状化特性
などの挙動を求
める

【防災・減災対策の強化】

【背景】近い将来に南海トラフ・首都直下等の巨大地震の発生が予想
されているなか、東日本大震災等を教訓とした新たな知見から、大
規模地震・津波に対する防災・減災対策が必要。
【目的】低コストで効果的な防災・減災対策の推進。

粘り強い構造の設定事例 港湾における防潮堤（胸壁）の粘り強い構造の工夫【耐津波の例】

ほぞ、用心鉄筋

堤体との密着(ｽ
ﾃﾝﾚｽ鉄筋等)

基礎

堤体

杭
止水矢板 止水矢板

舗装舗装

路盤の安定処理

堤体と一体化(埋
込式)

ｾﾒﾝﾄ注入や捨ｺ
ﾝｸﾘｰﾄ処理

堤体との剛結合止水工

堤体底版の拡
幅、水叩きと一
体化

排水

基礎マウンド

設計津波
を超える規
模の津波

越流

可能な限り
安定を保つ

被覆ブロックの
設置

天端形状の工夫

腹付け工
の設置

洗掘防止マットの敷設

【改訂検討項目】 ○耐津波設計・粘り強い構造の高度化（防波堤直背後の津波の越流による基礎の洗
掘を防ぐ、腹付工や被覆ブロック等の効果や性能照査の考え方を再整理）

○高潮・高波に対する記載の拡充（構造物に作用する超過外力の考え方を導入し、
粘り強い構造を検討）

○地球温暖化に関する記載の更新

○気象場・波浪場に関する記載の充実（風波、うねりのそれぞれに対する偶発波浪
の内容の拡充など）

○外郭施設等の記載の更新

７．耐波・耐津波設計の見直し
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【背景】港湾の持続可能な発展のため、自然環境を修復し、港湾の機能
について環境への配慮を取り込むことが必要。

【目的】豊かな海域環境・憩いの場の創出、自然環境の保全。

生物共生型港湾構造物の設置事例

■老朽化し
た護岸に耐
震性の構造
と生物生息
効果を併せ
持つ「テラス
型護岸」と「
磯場」を設
置

自然再生技術の事例

■浚渫土を有効
活用して人工の
干潟を造り、海
洋生物の増加
や鳥類の飛来な
ど、自然と共存
した干潟を造成

○リサイクル材料の環境利用の記載の追加【改訂検討項目】

○生物共生型港湾構造物の記載の追加

○自然再生技術の記載の追加

○「環境等への配慮」の記載の拡充

８．環境保全・自然再生

【環境への配慮】
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■設計対象施設の設置位置における
地震のサイト増幅特性を把握すること
により、最適な構造断面を検討

【背景】耐震設計法等の高度化に応じた調査手法、高品位サンプリン
グ等の調査技術の開発など新たな調査技術の反映が必要。

【目的】設計、施工、維持管理との一体不可分性から調査技術を基準
に反映させ、調査項目の適切な選択、効率的な調査計画を立
案

・調査編として、自然条件及び環境条件に関わる調査・試験業務を対象に、調
査・試験項目毎にポイント・留意点をまとめる

【改訂検討項目】 ○港湾調査技術のあり方

９．港湾調査技術

臨時の地震計の例

【技術基準体系の合理化・国際化】

ベトナムにおける「港湾の施設の技術上の基準」に
関するセミナー開催状況

【背景】参考値の設定根拠の明確化、技術情報の時点更新等が必要。

【目的】設計効率の向上、設計者が自由なアイディア・新技術を提案し
やすい環境の創出。また、日本企業の海外進出を促進。

【改訂検討項目】 ○総論等の記載内容の見直し

○国際標準化

○全体構成・体裁

１０．技術基準に関する全般事項
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